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女性医師へのメッセージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 11回クローバー交流会のおしらせ 

  平成２６年８月２９日(金)  １８：００～１９：３０  クローバーにて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先  女性医師支援センター  内線：３４８６  E-mail：clover@dokkyomed.ac.jp

 

内科学(内分泌代謝) 麻生好正 
 

当科は主に糖尿病患者の診療をしております。糖尿病は慢性疾患で比較的安定した病気

です。薬物療法が中心ですが、心理的なアプローチを必要として、患者を中心としたケア

と個別化治療が基本となります。患者個々に合わせたきめ細かな心配りを得意とする女性

医師が、最も力を発揮できる診療科だと思います。実際、現医局の女性医師の割合は 37％

（19 名中 7 名）を占めております。これまでも多くの女性医師が仕事、家事・子育てを

見事に両立させ、途切れることなくキャリアを積み、大活躍していただいております。ま

た、糖尿病専門医の資格を取得し、外来、病棟でその専門性をいかんなく発揮されていま

す。糖尿病患者の急増もあり、地域での糖尿病専門医のニーズが高く、医局を離れた後も

引く手数多の状況で、行った先で大変重宝されています。もちろん、当科の男性医師の女

性医師への理解やサポートが十分であることを申し添えたいと思います。 

 当科を含め、女性医師が活躍できる科は数多くあると思います。女性医師の力なくして、

わが国の医療は成り立ちません。そのためには、出産後も仕事を継続できるように環境を

整えることが我々の当然の責務だと思っております。子供さんとの時間を大切にしながら

無理のない復職を支援したいと思っています。女性医師が復職して診療に携わることは大

きな社会貢献になると信じているからです。また、キャリアを積んで、教育の場、研究の

場で活躍する女性医師が増えることを期待しております。 

 

【ロールモデル紹介】 

今回、小児外科 岡本 健太郎 先生（3 児のパパ）が登場 (^^♪ 

   

【イブニングシッターサービスのご案内】 

「イブニングシッターサービス」とは、大学病院内で夕方から実施される会議・研修会等への参加

を可能にするために、クローバーにてお子様を一時預かりを行う子育て支援事業です(試行期間：

9月 1日～12月 31日)。 支援内容をわかりやすく説明いたしますので、お気軽にご参加ください。

軽食を用意してお待ちしています。 
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